
 別紙２  

 

１２ 担い手確保に関して提案があれば自由に記載してください。 

※個人が特定されうる表現等は修正しています 

 

・賃金アップ 

・労働環境の改善(特に夏期・冬期) 

・落札率や設計内容と実作業内容が一致しない事により、予算や工程に無理が出て、勤務時間の増加

や休日出勤につながるので見直し必要。 

・工事評点が重視され書類作成の優劣で判断されてしまう点。 

・人材育成強化。 

・このままでは、若手技術者は入社しません。この点を改善してほしいです。(書類をもっと少なくし

てほしいです。) 

・働きやすい環境を作る。賃金、休日等の充実。 

・仕事量の平均化(年度末になると休日に仕事をしなければならない)。建設業の大切さ魅力をアピー

ルする 

・休日をしっかり取れるようにする。 

・きつい仕事の割には、賃金が安すぎる。 

・資格を取っても賃金が上がらない。 

・年度末工期設定の変更(冬仕事が多い) 

・工期遵守の為の休日出勤 

・発注者の工期設定の見直し 

・収入が増えれば人は集まるので、収入が増えるような仕組みをみんなに考えてもらう 

・賃金及び休日等を増加するようにする 

・建設労働者の待遇改善 

(1)最低労働賃金制の導入と賃金アップ 

(2)退職金制度の充実 

   建退共等のアップ 

(3)休日の明確化 

   一般サラリーマン並の土日休日の完全実施 

(4)労働者の福利厚生の向上 

   一般サラリーマンと同等に 

(5)魅力ある業種化 

   無から有となる仕事のすばらしさを伝えて行く事が大切である 

・収入を多くする 

・若者人口減なので外国人の参入増加等の検討！！ 

・助成金を建設業種だけでなく製造業にも増やしてほしい 

・安定した仕事量が必要 

・生活する上で絶対に必要なことは収入と休日だと思うのでそれらが確実に得られるように会社、社

員ともに考える必要があると思う。学生(学校)に対して土木教室や現場見学を実施する。 

・女性が就業しやすい環境を整備する。賃金の上昇と完全週休 2 日制の実施。慢性的に人手不足なの

で経営者の意識改革も必要だと思う。(それらに伴う研修会を開催) 

・全体に業界で賃金が安いのでアップしてもらえれば・・・・・・。 

・休日作業、深夜作業等特別な条件がない限り土、日は現場も完全週休二日制にすべきだと思います。

共働き世帯が増える中、休日が確保できないと子育ても出来ないですし､若者が就労したいとは思え

ないのではないでしょうか。 

・建設業の仕事が増加すれば自ずと人が増えると思います。今日は仕事、明日は休み、と安定がないた

め人は別の仕事をしなければ生活が出来なくなる。 



・現場での作業を IT 化する(リモートコントロールとか） 

・技能者及び技術者に対する資格手当等の制度化(国又は県として) 

・建築設備は今時(特に東京オリンピック以降)ますます厳しい状況に陥っていくと考えられます。県

外での仕事が殆どです。新潟県は特に厳しいと感じます。担い手の確保には、賃金の向上しかないと

思います。賃金の向上により、担い手が増加して休日残業が減っていけばうれしいですが、１００％

そんなことはないと思います。 

・仕事量を平均化して休日や収入を安定してもらい、若い人に将来設計が出来る状況を作らなければ

人手は集まらない。 

・担い手確保以前に、仕事がなければ根本的に難しいと思います。安定した仕事量と適正な賃金、まず

それからだと思います。担い手確保は、まず興味を持ってもらうことだと思います。 

・賃金の問題の解決 

・技術、技能の修得 

・労働時間が長い。現場への移動時間が労働時間に入らないのはおかしい。 

・休日が少ない。 

・「きつい」仕事なのに賃金が安い。建設業独自の休日や賃金体制を明確に国をあげて明示してほしい。 

・収入と仕事が保障されれば大丈夫だと思います。1日 13,000 円以上の保障 

・休日は週休二日制で、高収入を保障していただければもう少し改善するのでは？何か少しでも魅力

がないと担い手確保は難しいのではないでしょうか!？ 

・今の若者は多少給料は安くても、休みがきちんと取れる自分の時間を自由に持てるところに視点が

行っていると感じる。仕事の性格上なかなかそうはいかないと思うが、週休二日制の実施が望まし

い。 

・景気の先行きが不安定で人材確保が難しい 

・公共事業＝悪のイメージが根付いている。 

・必要な所にお金を回せば安定すると思う。 

・公共事業も地元の建設業者が参入できるように！ 

・年間を通して安定した仕事があれば人事確保ができる。（年末、年度末に仕事が集中して３Ｋ感が強

くなる） 

・人口が減少し、仕事が選び易くなるなかで、休日が少なく賃金の少ない仕事を選択する若い人はあ

まりいないように思う。若い担い手を確保するには完全週休二日制と現場で働く労働者の賃金の引

き上げが最低限必要だ。 

・企業同士競争している間は無理 

・高い単価でなければ、人材は来ない 

・企業が先を考え人材育成をしっかりやるべき 

・ジャニーズと AKB で建設業のドラマをやる。アニメも 

・賃金上昇 

・責任の軽減 

・休日を増やす。残業しなくても生活できるくらい給料をもらいたい。独立しやすい環境を作っても

らいたい。 

・発注者側の監督員の技術がなさ過ぎる。頭ごなしで言われ話しができない。尚、現場にはこなく机上

での現場把握で打合せに行っても話しにならない。自分自身もスキルアップし発注者の要望に応え

られるようにしていきますのでそちらの方もスキルアップしてください。 

・賃上げ 

・給与等待遇面の向上の義務化、最低賃金の引き上げ 

・まわりの会社を見ても技術者ばかりを重視していて、作業員、技能労働者をないがしろにしている

（賃金･待遇を含めて）。技術者だけでは請け負った仕事を完成させることはできないはずだが、会

社は、作業員、オペレーターはどこか外注でつれてくればよいくらいに考えているようだ。技術者と

名は付いているが今はどこも技術を伴わない技術者が多く、とても利益を上げられる技術者は少な

い。結局現場の熟練技能労働者が段取、材料の手配を行いベテランの作業員、オペレーターが的確な

施工を行い利益を確保している状況である。そういった社員達を軽視している。熟練社員がいなく

なった場合、品質、仕事の完成さえ難しくなる時代が来るのではないかと心配している。 



・非常に３Ｋの厳しい中、やはり労働賃金の問題が大きな割合を占めているのではないかと思う。若

い担い手確保には大きな第一条件ではないでしょうか。 

・建設業への体験入社 

・会社単位でも各地区建設業機関でもいいので人材（若手）育成のカリキュラムを組み､ベテラン、中

堅､若手といったバランスのとれた関係を築き上げること。（世代交代は常にあった方が良い） 

・賃金の引き上げをすれば良いと思う。 

・会社が若い子を育てるだけの安定性が必要。大会社は、いいかもしれないが、小会社はきびしい 

・小企業では、若手を育てる余裕がない。仮にあっても若手が続くかわからない。何か援助してもらえ

ることがあればいい。 

・外仕事は、つらい。若い子やらないと思う。 

・１年通して、仕事量が平均していれば休日をある程度は規則的に確保できると思う。 

・賃金のアップをしないと、人材が集まらない。 

・保障の充実(老後…) 

・労働時間の適正化〜年度内予算消化をある程度余裕持たせて〜工期の適正な設定、若しくは現場管

理費の増額。文書作成の簡素化 etc。 

・安い金でこき使おうとする限り無理！ 

・暑い時期や寒い時期は、労働単価を上げてほしい! 

・これから、建設関係の仕事に携わってもらう為に、未来予想図の提示をお願いしたい。 

・発注者より受注者の賃金を高くする。仕事の量を増やす(下に担当させる)  

・積算単価を上げる(会社としての余裕が出る) 

・工期を長くする(下に教える余裕が出る) 

・全て施工業者の責任にしない。(発注者側の方が良く思い、会社を辞める) 

・やりがいのある仕事であればと思う。 

・担い手確保として若者、未経験者を作業員として仕事をしてもらう期間、せめて半年補助金等考え

たらと、何も出来ない何も分からない者を育てるのが会社なんでしょうけど、仕事が減少、人も少な

い中で若手育成等は会社の「負担」が大きい。又、今の若者、未経験者はすぐ辞めていきますし…根

性が無さすぎ!!時代の流れと言えば終わってしまうが、やっぱり外仕事はキツイ!!長年現場で生き

ているが春秋には仕事が無いのは変ですよね。時期、気温等もいい時期なのにもったいない。 

・高齢化が進む中、建設関係においても若年層の人材確保に苦労しています。新規採用しても土曜日

が休めない、残業が多い等の理由で半年、１年程度で退社する若者が多く、官庁工事において工期設

定の見直しが望まれる。但し、それにより現場での利益不足につながるため諸経費及び直工費の見

直しを切に願いたい。それにより各人の気持ちの余裕につながり人間関係においても良い影響が期

待出来ると思う。一刻も早い対応期待しています。 

・自分の子どもや身内を土木建設業界に入れたいと思えない。家庭を持ち、子どもを育てるには、それ

なりの収入や休みが必要だが、現在の環境では無理です。現在仕事をしている自分たちが、そう思う

のだから今のままでは将来人手不足になると思います。請負額を上げても会社の内部留保となるた

め、お金ではなく、まず作業環境を良くする(工期のゆとり、土日全面休み、夏冬の天候の悪いとき

は強制的に休ませて金銭保証する)それから日給月給制の廃止、最低賃金の底上げ、工事に対する評

点制の廃止を行う事が必要と思います。 

・職場環境を整備しないと人も集まらないと思う。そうしてくれなければ､人を引っ張ってくる事が出

来ない 

・厳しい自然環境や現場状況の中で仕事をするのに賃金が他の職種より安いので担い手は来ないと思

う､賃金（労働単価）を引き上げるべきだと思う。 

・女性が増えればそれなりに担い手が確保しやすいのでは… 

・３Ｋの業界でしかも内容的に工期も無くプレッシャーのかかる精神的にも負担の大きい仕事が多い。

それにも関わらず、賃金は少ない。そういう職種を目指そうと思う若者は少ないと思います。 

・実際、会社説明会で自分の大学を訪問した際も学生の人数は１／３程になってきました。それだけ

で建設業の世間に対する対する評価は下がってきていると感じました。職種の環境、イメージアッ

プ、賃金、労働条件を改善しない限り、この業種を志す担い手は増えないと思います。 

・賃金の改善 



・①給与等は室内作業よりも高くあるべきではないか？②一般的に、保護具、スケール等自費での購

入が多い、雨具も。③時間が曖昧 等々 

・女性も外国人も長続きしないから打つ手なし(まぁなくなることはないでしょう) 

・このアンケートの調査の結果がわかれば？ 

・一人親方を公共工事に入れる環境を作る 

・作業員の給与が安い 月 5 万円位のアップが欲しい 

・①若い人が物作りに魅力を感じ、将来性を考えても、家庭を持ち子育て、教育が一般サラリーマン同

等の給与が得られる業界にしないと若者は募ってこないと考えます。②いくら労働環境をよくして

も、基本は自然(外部作業）で他産業との環境の違いを埋めることは不可能であり、収入をよくする

ことが必要。③工期の改善(天候・四季を考慮した)工程が必要。※給与が低いから土・祝も作業す

る、客のニーズが早く竣功することのため、土・祝も作業する。発注者、会社が休日でも現場は作業

する。官だけの問題ではなく民を含めた発注者の意識改革が必要と考えます。(注・・・・発注サイ

ドの特別物件の事情は別） 

・公共工事増加・賃金増加 

・休日を増やす(週休 2日制) 

・業界自体の風潮によるもの 給与の低さ 

・仕事の発注率の増加 

・賃金の底上げ 職業イメージの向上 

・外国人労働者を日本人と同じ待遇で就職させてはどうか。韓国などではそうしているらしいが、た

だしいろいろな問題は発生すると思うが仕方ないと思う。 

・単純作業は別として、造作大工等（配管工･電工）のいわゆる手に職をもった技術職の公共工事の労

務単価を、経済情勢（景気）に関係なく、基本的に他より高するべきだと思うが、造作大工の技能等

は作業を見ていても気持ちが良くなる程素晴らしい。日本伝統の技術技能を引き継ぐ若者がいなく

なることに懸念を覚える。 

・賃金を上げることも後継者不足を解消する策であるが、公共工事の労務単価を上げることも一策だ

が、社会全体で他方策に取り組んでいく必要がある（建設業だけでなくて他の職種にも訴えること

であるが） 

・給料を上げれば人が入ると思います。会社の基盤の安定か。 

・いわゆる職人さんという人達がいなくなりつつあり後継者が続かない。 

・建設費用を多くしてもらいたい 

・賃金が安い、汚い、危険、きつい、では若手は誰も入らない。 

・労働条件、給与待遇改善 

・賃金を他業種より上げれば良いと思う。 

・職人仕事等の賃金を上げないと今の若者は間違いなく来ない。単価が低すぎる。肉体労働者全般の

賃金は上げるべき。あとは、会社次第！ 

・賃金の底上げと完全月給制の実施。（これから家庭を築こうとする若い方々には最低条件ではないで

しょうか） 

・育成の工夫 

・給与体制及び賃金が改善されればよくなると思います。月給制になり安定した賃金がもらえるよう

になればいい。一年を通して平均的に仕事があるようになればいい。 

・地域振興局が真の建設業の会社の設備、運営に必要な車両を含めた道具、従業員の意識の低さを把

握した上で今一度担い手の確保を考え直す(業者とともに）必要があると思う。 

・単純に給料が高ければ勝手に人は集まります。 

・情報化施工など従来に比べると土木に対するイメージはだいぶ良くなっていると感じるが、若い人

や一般人に対しては、まだ伝わっていないと思います。メディア等では事故や災害が発生したとき

しか取り上げられていないと思います。若い人に対しては魅力的な仕事であることは間違いないの

で、もっとアピールしていくと良いと思います。 

・週休２日、残業無し 

・賃金アップ 

・給料安い 



・賃金アップ！！ 

・３Ｋでも給料が高ければ人が集まるので給料がアップすればよい。それには会社が儲からなければ

ならない。公共事業でも利益が多くなる仕組みが必要だと思う。退職金共済制度があるのはありが

たいがもう少し多くもらえるようになって欲しい。 

・若い人だからよいと言うことで無く適性（やる気、根気等）を十分に見極めた上で指導を行ったり、

その作業に従事させることが大切だと思います。（とりあえず、事故防止をする上で！） 

・作業環境の改善①きれいな作業場②充実した職場(休憩所、エアコン等）③安定した収入④厳しく疲

れる作業なので、アフターでの娯楽⑤有給休暇を必ず取る。⑥休日割増と残業手当の支給を必ず払

う。 

・仕事の内容を知ってもらう機会を多くする。 

・①有給休暇を取らせて貰いたい②サービス時間外を０にしてもらいたい 

・①年収が少ない②将来の希望が無い（担当者の決断力の不足、なにごとも上に聞いてからの返事） 

・世間には建設業はバカ(頭が悪いひと)がやる！みたいなイメージある。だけどバカには出来ない凄

く繊細な職業だと思う。そのイメージを払拭出来ない限りこの先の人材確保は難しい。国の施策と

して、業界全体のイメージアップをしてもらいたい。３Ｋはもとより、「公共事業は悪・建設業は底

辺・魅力がない」等の悪い先入観がなくなれば、若手や女性の職業の選択肢の１つになると思う。こ

の業界が衰退すると、この先増えるであろう災害に対応できなくなる時期が確実にくると思う。そ

の時がいつ来てもいいように、この業界を健全な状態に保っていかなければならないと思う。 

・官民が一体となって、この業界のイメージアップ、人材確保の問題を本気で考えるべき時期に来て

いると思う。 

・賃金を上げること。県単価と支払われている賃金が違いすぎる。 

・若い人の賃金を上げる。積極的に求人を出して、入ってきた人になるべく個人的に付いて教える。 

・危険手当的な金銭面での補助(暑さ寒さ対策に必要な物品の購入分)。支給品ではなく本人持ち出し

の部分がかなりある。一部の企業だけでなく中小企業にも(末端)届く色々な手当、保障 

・業界のほとんどが自分よりも年齢が上なため、しょうがないですが、いい意味でも悪い意味でも"昔

ながらの考え方"や"昔は普通だった"というものが今も求められることが多く、若者との考え方の違

いがあるように思います。(休日出勤、残業なんてあたり前！有給なんてない！など) また、業界外

の周りの友人は２０代後半くらいから店長などどんどん昇格していってますが、わたしたちの場合、

後輩もあまり入らないのでいつまでも自分が一番下という風に思うこともあります。新しく業界に

入ってくる人を増やすプラス、今いる人たちを辞めさせない対策が必要と思います。(時間をかけ取

得しなければならない技術の業界です)また、最近は建設業も女性も働く場として力を入れています

が、活躍させるのと単に女性の仕事を増やすのは別です。 

・人材育成が大事だと思う。目先の仕事に追われてそこまで行っていないように思う。 

・しっかりとした人材育成と安定した収入が確保につながるのではないかと思う。 

・今の若手社員を見ていると、賃金、休日を重視していると感じるので、特に休日に関しては完全週休

２日制にする。(公共事業の場合) 

・賃金に関しては、各会社の経営にも影響するが、増やすしかない。 

・建設業のイメージを上げていく。(今も行っていますが) 

・もっと賃金が高くなれば、いいと思う。 

・担い手への PR 及び意識改革を積極的に行う。 

・賃金を上げて、仕事、時間を短く。仕事の規則をなくす。 

・職業訓練に建設業関連のものを増やす。 

・他の管内に人がいるときがあるので、地域保全を廃止してほしい。業界すべての単価を上げる。 

・①工期がとれるものは、十分にとり、土曜日・祝日を休めるような職場の環境にしてもらいたい。②

安全費、イメージアップ費等を増やし、明るく安全で快適な職場を作っていく。そして、若者が建設

業に多く入ると思う。③請負金額を高くして、建設業界で働く労働者の賃金を低くさせない。 

・労働環境と人材育成を整える。賃金を上げる。 

・賃金を上げれば雇用の促進につながると思います。 

・作業時間の厳守。サービス残業をなくする。 

 



・若い人にはどうしても“汚い、きつい”という印象があると思う。しかし、社会に必要な仕事だと思

うし、やりがいもあるので、ぜひ建設業に興味を持ってもらいたい。なので、業界で若い求職者向け

に説明会などをすれば、知ってもらうきっかけになると思う。しかし、今くらいの仕事量では、新し

く若い人を雇い入れるのは厳しいのも現状ではあると感じる。 

・完全週休二日制。 

・賃金アップかサービス残業をなくす。管理項目の簡略化。 

・業界の賃金アップ(小企業）。労働環境の改善。 

・会社の安定経営が無いと新卒生を雇用出来ない。公共予算の増額。発注数の増加。 

・安定した仕事量の確保が必要でそれに伴う賃金の安定が重要だと思う 

・賃金・休日を増やす 

・会社が利益をあげ、労働賃金が上がらない限り不可能 

・賃金あげろ!! 

・どの職種にも言える事なのでしょうが、賃金がもらえない時間的な拘束が多く、休みも満足にとれ

ない現状で経営者側の人間に文句を言えば、「明日から身の振り方を考えろ。」と言われる様な現代

の奴隷制度が成り立っている業界ですから、若い人材が入ってきても長続きするとは到底思えませ

ん。同じ条件であれば３Kではない職につくのが当たり前だと思います。体質をかえられないのなら、

せめて「賃金が高い」等の魅力がなければ人は集まらないでしょう。 

・確保の為の優遇などは断じて×!!特にゆとり世代はヤワ!!居たい奴は居ればいい。去りたい奴は去

れ!!若者には厳しくしないとダメ!!人材育成が上手く出来ない企業に問題があると思います!! 

・労務単価(賃金)の増収 

・仕事がきつくても若い人にとっては、やはり賃金は魅力であると思うので建設業全体での賃金が上

がるような体制をとって欲しい。書類の簡素化を目指しているが増える一方である。企業としても

点数が付くので時間を費やし良い書類、現場を目指して頑張るが残業時間が増えるだけである。簡

素化して欲しい。 

・賃金の改善と教育の充実。昔に比べて一般の人からの苦情が多くなった。建設業はそういった面か

らも従事者が減少したのでは。その対応を別の機関等でやれたら。(苦情等でノイローゼになり退社

していったという話も聞く)。公共工事の書類の簡素化が言われてる中で段々と書類が多く、高度な

ものを求められているようだ。時間的に高度技術にも対応出来なくなってこの業界を去って行くと

いう話も聞いたりする。 

・賃金の引き上げ。公共工事価格の引き上げ。また、追加工事に対しても適正な金額を。(原価でやれ、

それ以上は出さない。ひどい時は、金は出さないがやれ。)学校の夏休みの改修等、作業出来ない日

が多い。その中で、作業・書類・検査全てを行うのは、かなり厳しい。三六協定は、サービス残業を

推進するため?仕事に対しての給料が無ければ普通は辞めるのでは。 

・今のこの時代でも有給０(20 年以上勤務でも…)15～20 年前に比べて年収１００万円位減り。夏・冬

どちらもボーナス 1 ヶ月も出ない。会社の利益や経費の金額を従業員は知らない。こういう会社が

ある限りこの会社に入社したいと思う人がいないのでは?中小企業でも、もっと基準に則りクリーン

でオープンな会社が少なすぎるのでは?現場で一通りの仕事が出来るには５～１０年はかかると思

う。半年～1年で辞めていく人が多すぎる。その仕事のやりがいや親切丁寧に教える立場の人間も少

ないと思う。職種にもよるが新潟県内の仕事量が少ないのでは?作業単価もバブル時代に比べれば下

がっているし、1 つの現場の会社での旨味も下がっているのでは?ブラック企業が無くなり１年中仕

事があり、会社もしっかり利益が出てゆとりが出るようになれば求人したり、この会社に入社した

いと思う人も増すのでは?会社側↔入社した人が魅力を感じるようなことがあるのが理想!!建設業界

も完全週休２日制どうですか? 

・仕事が忙しい時と暇なときの差が極端過ぎる。１年を通して安定して欲しい。 

・建設業に対する世間のイメージが悪すぎる。例えば年度末になるとやたらと道路を直してるとか、

これは業者のせいじゃないのに現場で働いている人が悪者になる。冬の労働条件が厳しいときに忙

しくて春暖かくなると暇になる。など、こんな状態じゃ誰も働きたくなくなると思う。行政の方で変

わらなければ何も変わらない。 


